様式２

平成２１年度　「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業　実施フロー
※必ず１枚に簡潔にまとめて下さい。
※６月以前に実施予定の内容については、契約が締結する時期により本モデル事業では実施できないことがあります。
	モデル事業名　：　地域資源フル活用型伝統芸能担い手育成事業　実施フロー

	＜２０年度の実施内容＞（２０年度に採択された事業からの継続実施の場合は記入）
　●地域資源の発掘
　●伝統芸能体験・習得プログラムの開発

　●ウォーキングコース及び廃校再生プランの検討

	〈２１年度の実施内容〉


	＜２２年度～２３年度の事業計画（複数年の事業を想定している場合は記入）＞
【２２年度の事業計画】

　●モデル的な古民家の改修による交流体験事業の試行
●ホームページの開設・運営、勉強会や展示会の開催を通じた情報発信
●ウォーキングコースの充実（○○商工会や農産物直売所との連携）
　●古民家・伝統芸能交流ツアーの企画・試行・見直しを通じたサポーターの拡大、自立的事業展開戦略の確立（ＪＲや旅行会社と連携）
　●全事業を連携させた継続的な事業運営方法の検証


平成２１年度　「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業　実施フロー
※必ず１枚に簡潔にまとめて下さい。
※６月以前に実施予定の内容については、契約が締結する時期により本モデル事業では実施できないことがあります。
	モデル事業名　：

	＜２０年度の実施内容＞（２０年度に採択された事業からの継続実施の場合は記入）



	〈２１年度の実施内容〉


	＜２２年度～２３年度の事業計画（複数年の事業を想定している場合は記入）＞


















記載例（前年度選定されて、平成２１、２２年度までの全３年の計画を立て応募している場合）














●成果のとりまとめ、担当地方整備局等へのモデル事業結果の報告（３月）





●古民家活用方策の検討





【時期】６月～２月


【内容】


・空き家調査の実施、結果分析


　・空き家活用協力者の確保


　・外部有識者等の招聘


【目的】


二地域居住や定住希望者の受入れを促進するため、地域住民の協力の下、○○地区及び△△地区内の空き家の状況を把握し、その活用方策を検討するとともに、空き家活用協力ネットワークの構築を図る。





●昨年度発掘した新商品○○を活かしたコミュニティビジネスの検討





【時期】６月～１２月


【内容】


・都市部の企業や農産物直売所との連携し試行的に販売する。


【目的】


新商品をマーケットにのせ持続可能な活動の仕組みの構築を図る。





●伝統芸能体験・習得プログラムを活かしたサポーターの拡大





【時期】６月～１月


【内容】


・都会の住民及び大学生等を対象にウォーキングコースや廃校を活用した伝統芸能体験・習得プログラムによる○○祭伝承交流活動を実施する。





【目的】


体験プログラムを通して○○祭を保存継承する担い手やサポーターの拡大を図る。








